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審 査 の 要 旨 
【批評】 
データマイニングの手法は多岐に渡っており，対象とするデータも年々大規模化している．本論文
では３つの問題が取り上げられているが，これらを選択している理由は明確ではなく，また計算機実
験で対象としている例題の大きさも実用の立場からは十分とは言い難い．以上を考えると，本論文が
データマイニングの現場に与えるインパクトは限定的であるかも知れない．しかし，取り上げられた
問題に対するモデル化，アルゴリズムの考え方は，最適化研究の立場からみて極めて正統的であり，
特に「大規模だが規則性のある制約を持つ最適化問題に対して，緩和問題を提案し，制約と変数の両
者の生成を繰り返して問題の解を求める」という一貫した思想に貫かれている．そのための独自性の
高い工夫も随所に提案されており，この結果，本論文の成果は３編の査読付き学術論文として採択さ
れている．以上の理論的な貢献により，本論文は，博士（工学）の学位に十分な水準に達していると
判断する． 
【最終試験の結果】 
平成２８年２月９日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
